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【目的】脳卒中による摂食嚥下障害は、経過とともに回復することが多く、患者の摂食嚥

下能力に即した食事提供が望まれる。さらに、食形態が常食に近いほど在宅復帰率は高い

との報告がある。そこで患者に提供する食事の形態を工夫し、その有用性について検討し

た。 

【取り組み】主食 6 種類、副食 9 種類の食形態と、当院独自の「とろみ」を準備し、患者

の摂食嚥下能力に即して選択される体制を構築した。これらの食事提供により、急性期病

棟に入院した脳卒中患者の 95％以上は 3 日以内に経口摂取を開始していた。当院の回復期

病棟入棟までの日数(13.0±8.4 日)は他院(35.0±15.9 日)と比較し短期間であったにもか

かわらず、入棟時の食形態は常食に近いものが提供された。また、BMI(22.4±3.9m2/㎏)

は他院(21.6±3.6m2/㎏)と比較し良好であった(p＜0.01)。 

 


